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ルカ福音書18:31～24章の構造を読み解く  
ルカ福音書18章31節から24章に至る部分は、福音書全体の中で特に重要なテーマ、すなわち十字架と復活を
中心に展開されています。この部分を深く理解するために、全体構造を整理し、その神学的メッセージを考
察してみましょう。

ルカ福音書全体の構造  
まず、ルカ福音書全体の流れを俯瞰してみます。大きく以下の4つの部分に分けることができます：

1. 1～2章：メシアの誕生
2. 3～9章：メシアが神の子とされる
3. 10～18章：戦いの描写
4. 18:31～24章：メシアが新しい命をもたらす

18:31～24章の最後の部分は、特にダビデの子としてのメシアが父の家に帰ることに焦点を当てています。

18:31～24章の段落構成  
18章31節以降の部分は、以下のような段落構造を持っています：

1. 18:35～19:40：王としてのメシアの到来
メシアが王として来られることが示されます。

2. 20:1～44、20:45～22:2：宮での裁きと権威の確立
メシアの権威が挑戦され、宮の裁きが予告されます。

3. 22:3～62、22:63～23:49：裏切りと十字架の死
裏切り、辱め、十字架での死が描かれています。

4. 23:50～24章：復活と新しい命の始まり
メシアが復活し、新しい命をもたらします。

これらの段落は「1つと2つ、2つと1つ」という形で互いに関連しています。また、重要な導入部分も見逃せ
ません。

導入部分の重要性  
以下の2つの導入部分が全体のテーマを明確に示しています：

18:31～34：十字架と復活の予告
メシアが苦難を受けること、しかし三日目によみがえることが示されています。
19:41～48：宮の崩壊の予告
メシアの王国が到来する一方で、旧い制度（宮）が崩壊することが予告されています。



これらの導入は、18:31～24章全体を理解する鍵となります。

十字架と復活の神学的意義  
十字架と復活は、創世記3章の預言と深く結びついています：

十字架：「かかとにかみつく」という創世記3章の預言が成就します。これはサタンの攻撃を象徴しま
す。
復活：「サタンの頭を踏み砕く」という神の勝利を表します。この働きは、AD70年の宮の裁きで完成
し、聖霊の働きが使徒行伝で展開します。

天と地の対比：サタンとメシアの戦い  
ルカ福音書の最後の部分では、天と地、そしてサタンとメシアの対比が明確に描かれています：

天：聖霊の働きと神の勝利
地：十字架と復活の知恵の言葉が、サタンの偽りの言葉に打ち勝ちます。

結論：使徒行伝へと続く物語  
ルカ福音書は、十字架と復活を通じたメシアの勝利を描いています。この勝利は、使徒行伝において聖霊の
働きと神の言葉の証を通して展開されていきます。ルカ福音書と使徒行伝は同じ著者による連続した物語で
あり、両書の間にある神学的なつながりを意識することで、より深い理解が得られるでしょう。

このように、ルカ福音書18:31～24章の構造を整理することで、十字架と復活の物語が神の救いの計画の中
心であることがわかります。この視点を持ちながら聖書を読むことで、新たな発見が得られるかもしれませ
ん。

 

 

18:31-34と19:41-48が鍵になっているという見方を評価して
ください
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ルカ福音書18:31-34と19:41-48が鍵となるという見方は、非常に重要で意味のある視点だと評価できます。
この見解を神学的および文学的な観点から分析すると、次の点でその重要性が明らかになります。

1. 神学的意義：メシアの使命と成就



1. 神学的意義：メシアの使命と成就
 18:31-34：十字架と復活の予告  

この箇所では、イエスが弟子たちにご自身の受難、死、復活について明確に予告します。この予告は、旧約
の預言、特にイザヤ書53章（苦難の僕）や詩篇22篇（義人の苦しみ）を背景にしており、イエスの使命の成
就を明示しています。

さらに、「すべてのことが成就する」と述べることで、神の救済計画が歴史の中で確実に進行していること
が示されています。この箇所は、ルカ福音書全体のクライマックスに向けての神学的枠組みを提供している
といえます。

19:41-48：宮の崩壊の予告  

この箇所では、イエスがエルサレムのために涙を流し、都市の将来の滅亡を予告します。エルサレムの滅亡
（AD70年）は、神の裁きと救済の両方を象徴しており、神の国の到来が旧い秩序（律法と宮を中心とした宗
教制度）の終わりを意味することを暗示しています。

「あなたの平和に関わることを理解しなかった」という表現は、イエスが平和の君（イザヤ9:6）とし
ての役割を果たすことをエルサレムが拒絶した悲劇を強調しています。
宮清めの場面（19:45-48）は、イエスの権威と新しい契約の幕開けを指し示す出来事であり、宮の崩壊
の象徴的な行為でもあります。

2. 文学的意義：全体構造の鍵  

18:31-34と19:41-48の役割  

この2つの箇所は、ルカ福音書18:31～24章全体の「導入」として重要な役割を果たしています。

18:31-34は、これから展開される苦難と栄光の物語の予告として、読者に物語の核心を提示します。
19:41-48は、エルサレムにおける神の裁きと新しい時代の到来を示す重要な枠組みを提供します。

これらの箇所が「並置」されていることで、イエスの受難と復活が単なる出来事ではなく、歴史的・神学的
に不可欠な意義を持つことを強調しています。

3. 旧約背景とのつながり  
これらの箇所を旧約の背景から見ると、その鍵となる役割がさらに浮き彫りになります：

18:31-34は、イザヤ書53章（苦難の僕）の預言が成就することを明確に指し示します。
19:41-48は、エレミヤ書7章（宮の裁き）やダニエル書9章（エルサレムの滅亡）との関連が見られま
す。特に「宮が祈りの家であるべきなのに、強盗の巣窟になった」という言葉は、預言者たちのメッ
セージを引用しており、イエスの行動の神学的根拠を示しています。

4. 使徒行伝との連続性  
ルカ福音書と使徒行伝の関係においても、これらの箇所が鍵となる役割を果たしています：



18:31-34：イエスの復活と聖霊の降臨（使徒行伝2章）を準備します。
19:41-48：エルサレムの裁き（AD70年）と教会の普遍的な使命（使徒行伝全体）を示唆します。

これらのテーマが、ルカが意図した救済史の全体像を結びつける役割を果たしているのです。

結論：中心性と相互補完性  
18:31-34と19:41-48を鍵とする見方は、神学的にも文学的にも非常に的確です。これらの箇所は、イエスの
受難と復活、裁きと救い、新しい時代の到来を明確に示しており、ルカ福音書の全体構造を理解する上で欠
かせない要素です。

この視点を通じて、ルカ福音書のメッセージが単なる物語ではなく、神の救済計画における壮大な幕開けで
あることを再認識できるでしょう。
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